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令和３年６月

普 及 活 動 報 告

商談会☆ファーストステップ研修会

を開催

（１５日）

販路拡大を考える農業者を対象に、

今後の商談会参加や販売・経営戦略を

検討する一助とするため、商談会の概

要と商品説明に活用するFCPシートにつ

いての研修会を開催しました。

研修会では、京都府農業会議から「き

ょうと農業ビジネス商談会」を例に、

商談会の様子や参加する際の心構え、

商談時に使われるFCPシート(商品の特

徴等を取りまとめたもの)などについて

説明がありました。昨年の商談会参加

者からも自らの体験談を話していただ

き、出席者の理解を深めることができ

ました。

参加者からは「商談会のイメージが

出来た」「初めてFCPシートを知った」

等の声がありました。商談会参加に対

して積極的な農業者も現れ、普及セン

ターは引き続き、商談会参加等に向け

て支援していきます。

場 所 園部総合庁舎

出席者数 １８名

京都府南丹農業改良普及センター

研修会参加者のうち、３組が商談会参加

を希望
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令和３年６月

普 及 活 動 報 告

スクミリンゴガイの発生状況を調査

（亀岡市・南丹市：２４・２８日）

南丹管内では亀岡市と南丹市におい

てスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）

の生息地域・被害拡大が懸念されてお

り、現在の発生状況を調査しました。

ジャンボタニシの発生状況を確認す

るため、亀岡市及び南丹市の水田及び

周辺用水路等を事前情報等も参考にし

つつ、巡回調査を行ったところ、新た

に発生が確認された地域がある一方で、

防除対策を実施した地域では、昨年度

より発生個体数が減少したほ場も見ら

れました。

普及センターでは引き続き、スクミ

リンゴガイの発生拡大防止や防除対策

に向けた支援・指導を行います。

場 所 亀岡市及び南丹市

出席者数 ９名

京都府南丹農業改良普及センター

令和２年度の亀岡市・南丹市の発生水田面積：291.2ha

稲株に産卵されたスクミリンゴガイの卵塊

スクミリンゴガイの発生状況を調査
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令和３年６月

普 及 活 動 報 告

京丹波町各地区で水稲栽培研修会が開

催～適期の水管理を呼びかけ～

（京丹波町：２４・２５・２９日）

昨年産水稲では胴割れ米等が発生し、

実需者からは品質向上が求められてい

るため、京丹波町各地区で、例年実施

のあぜ道相談に替わり、水稲栽培研修

会が開催されました。

研修会では、JAから水稲の生育状況

と中干しなどの水管理やトビイロウン

カ等病害虫防除について説明がありま

した。また、農薬メーカーから除草剤

の展示試験結果について、普及センタ

ーからは病害虫の発生状況や中干し期

間の目安について説明しました。

生産者からは、溝切りによる排水効

果や田植え日による生育状況の違いに

ついて質問がありました。普及センタ

ーは、今後も巡回指導を行うなど、タ

イムリーな情報提供を心掛けていきま

す。

場 所 京丹波町各地区

出席者数 ４０名

京都府南丹農業改良普及センター

溝切りによる排水効果について説明

令和２年度京丹波町水稲作付面積：約660ha

換気・ソーシャルディスタンスを保って開催
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令和３年６月

普 及 活 動 報 告

賀茂なす部会がブランド共撰出荷会議

を開催

（亀岡市：２８日）

JA京都京野菜部会亀岡支部賀茂なす

部会が令和３年度共撰出荷会議を開催

しました。

会議では、ブランド共撰出荷に当た

り、生産者間で出荷物を見ながら意見

交換をし、出荷規格を再確認しました。

普及センターは、事前に行ったほ場巡

回で、高温時ホルモン処理による薬害

で１～２番果のガク割れを多く認めた

ことから、ホルモン処理時の注意点や

ガク割れに起因する病害対策について

説明しました。

普及センターは、JAとともに定期的

にほ場巡回を実施し、引き続き賀茂な

す生産を支援していきます。

場 所 JA京都亀岡中部支店

出席者数 ３１名

京都府南丹農業改良普及センター

出荷規格を互いに確認

普及センターからガク割れについて説明

共撰出荷初せり 秀２L：1,360円、秀L：2,300円（昨年3,300円)

優２L：1,080円、優L：1,360円、良L：1,260円


